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『英和対訳袖珍辞書』の構成法の考察

三好 彰
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要 旨

幕末に刊行 された 『英和対訳袖珍辞書』の底本は英蘭 ・蘭英辞書のPicard(1857)の 英蘭部

である。『英和対訳袖珍辞書』の邦訳語にはPicard(1857)の 与えているオランダ語訳を もとに

邦訳 したもの と、オランダ語訳を介 さないで英語から直接邦訳 した ものが混在 している。 前者の

ケー スで英語の意味を解 さないで邦訳 したために誤訳になっている実例を示す。『英和対訳袖珍

辞書』では このような誤訳が回避 できているケースが多いので、編纂者が英語の知織 を有 してい

たと考えられ る。

『英和対訳袖珍辞書』の見出 し語にはPicard(1857)に 出ていないものがあ り、Picard(1857)に

出ているのに採録 されていないものがある。これ らは手稿か ら版 下を作る際の実務上の工夫によ

るものである。

1.は じめに

『英和対訳袖珍辞書』(堀 達之助編1862)の 見出しは語のほかに句 と例文があるが、これら

を総称 してエン トリーと呼ぶことにする。『英和対訳袖珍辞書』のエン トリーの総数は35,031

であるが、このエン トリーは原則としてオランダで刊行 された英蘭 ・蘭英辞書picard(1857)の

英蘭部に拠っていることが先行研究で知られている(岩 崎克己1935:51、 杉本っとむ1981:

695)。

picard(1857)が 複数のエン トリーに同じオランダ語訳を与えていることがあ り、その邦訳の

差異から英語、オランダ語、日本語の間にある翻訳上の問題点を検証する。そ してPicard(1857)

が複数のオランダ語訳を与えているエン トリーで邦訳が1つ であるものを中心に英語、オラン

ダ語、日本語の間にある翻訳上の問題点を考察する。

ついで、『英和対訳袖珍辞書』のエン トリーと底本であるPicard(1857)の エン トリーとの間

には出入 りがあることを示 し、その理由を考察する。

2.訳 語の構成

先ずpicard(1857)に おけるエン トリーとオランダ語訳の構成を検討 し、『英和対訳袖珍辞書』

の邦訳との関係を考察する。

次に 『英和対訳袖珍辞書』のエン トリーと邦訳語の構成を検討し、picard(1857)の オランダ

語訳との関係から英語、オランダ語および 日本語の間の翻訳に関わる問題点を考察する。
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2.1『 英和対駅袖珍辞書』の英語のエン トり一に対応するPicard(1857)の オランダ語訳

picard(1857)は 英語のエン トリーに対 してオランダ語訳を与えているわけだが、1つ の英語

のエン トリーに対 して複数のオランダ語訳を与えていることがある。

たとえばPicard(1857)は 英語Scholar,s.に 対して2つ のオランダ語訳geleeitie,Ieerling,m

を与えている1。そこで 『英和対訳袖珍辞書』に採録されているすべての英語のエン トリーにつ

いて、それに与えられているオランダ語訳の個数を調べた。なおオランダ語訳は単語のほかに

解説 した文や句の表現になっているものがあり、また例文や句のエン トリーは複数のオランダ

語で表現されているわけだが、これ らも1っ のオランダ語訳とみなすと 『英和対訳袖珍辞書』

全体では表2.1に 示すような分布であった。

表2.1英 語のエン トリーに対するオランダ訳語数の分布

表2.1か らオランダ語訳が1つ だけの英語のエン トリーが 『英和対訳袖珍辞書』全体で6割

弱であることが分かる。このように単一のオランダ語訳が多いのはpicard(1857)が ポケットに

入る小さな辞書であることが背景にある。

上記 したScholarは オランダ語訳の語数が2で あるものの1例 である。1つ の英語に対して

最大で19も のオランダ語を与えているのがある、それは動詞のrunで ある。

表2.1で オランダ語訳の語数が0な のは、たとえば動詞の過去形を"Awoke,pretofawake"と

書いて原形を示すに留めていてオランダ語訳が与えられていない場合や"Sicamore,see

Sycamore"の ように異形表現の同義語が別にあることを示 していてやはりオランダ語訳を与え

ていない場合である。

lPi
card(1857)は 英晒のエン トリーをローマン体で書き、オランダ語訳をイタ リック体で香いている。英躇の

品詞の略号はイタ リック体であり、オランダ語の品詞の略号はローマン体である(男性名詞はm.女 性名詞はf

中性名詞はnN本 稿はこれに従 う。

なお 『英和対訳袖珍辞窃』は 「暑語 ノ解」として次のように見出し語の品詞を略号で示 している。

略号 αウ αめ. ω吼 ω啄 伽αブ μ 明ρ・ μo鉱 5. 肌 α γ.鳳

品詞名 形容辞 副辞 冠辞 接綬辞 間投辞 前置辞 代名辞 實名辞 他動辞 自動辞

本稿は これに準ずる。
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さて 表2.1で 示 す よ うに英 語 の エ ン トリー に対 して与 え られ て い る オ ラ ン ダ語 訳 が1つ だ け

の もの の 中 に複 数 の 英語 のエ ン トリー が共 通 の1っ の オ ラ ン ダ語 訳 に な っ てい るの が あ る。 た

と え ば2っ の エ ン トリーDiscipleと1.earnerの オ ラ ン ダ 語 訳 は と も にleerlingで あ り、

DiscipleとLeamerは そ れ ぞ れleerlingと1:1に な っ て い る。 っ ま りDiscipSeとLeamerと

い う2っ の 英語 のエ ン トリー が1っ のオ ラン ダ語 訳leerlingを 共 通 に持 って い る。

この よ うに英 語 のエ ン トリー に対 して 与 え られ て い るオ ラ ン ダ語 訳 が1っ だ けの ケ ー ス に お

い て 、 同一 の オ ラ ン ダ語 訳 を持 っ 英 語 の エ ン トリー の 件数 を 『英 和 対 訳袖 珍 辞 書 』 全 体 で 総 ざ

らい して表12に 示 す。

表2.2Picard(1857)で オランダ語訳が同じである英語のエントリーの件数の分布

オランダ語訳が同 じである

英語のエン トリーの数

オランダ語訳が同じである英語

のエン トリーの個数の分布

1 66.7%

2 18.7%

3 7.9%

4 3b%

5 1.8%

6以 上 13%

表2.2で 同 一 オ ラ ン ダ語 訳 に な る英 語 のエ ン トリーの個 数 が1で あ るの は オ ラン ダ語 訳 と英

語 エ ン トリー がPicard(1857)で1;1に 対応 して い る もので あ り、DiscipleとLearnerの ケー ス

は 同 一 オ ラ ンダ語 訳leerlingに な る英 語 のエ ン トリー の個 数 が2の 場 合 で あ る。

表2.2は 複 数 の英 語 が エ ン トリー が1っ の オ ラ ンダ語 訳 に 対応 す る こ とが あ る こ とを示 して

い る が 、そ の最 多 は次 の11も の英 語 の エ ン トリー が1つ のオ ラ ンダ語 訳bediiegen(動 詞)に

対応 して い るケ ー ス で あ る。

Bilk;Cheat;Chouse;Cozen;Cully;Deceive;Dupe;Fob;Gul1;Jockey;TopUtupon

2.1.1複 数の英語のエントリーが1つ のオランダ語訳に対応するケース

複数の英語のエン トリーが1つ のオランダ語訳に対応するケースが管見で2,436組 あ り、そ

のエン トリー総数は6,097で ある。 このケースは邦訳の表現が同一なものと異なっているもの

に2分 される。

複数の英語のエン トリーが1っ のオランダ語訳に対応するケースで、その邦訳が漢字の書体、

送 り仮名、ルビの有無などを含めて同一の表現になっているものが管見で『英和対訳袖珍辞書』

に418組 あり、そのエン トリーの総数は945な のでエン トリー全体の中の2.7%に あたる。

複数の英語のエン トリーが1つ のオランダ語訳に対応するケースで、その邦訳に漢字の書体

や送 り仮名に差があり、さらにルビの有無などで異なった表現になっているが 日本語の意味は

同 じと見なせるものが若干数ある。
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これらを除くとPicard(1857)が 複数の英語のエン トリーに同一のオランダ語訳を与えてい

るのに意味的に異なる和訳になっている。 ここに英語、オランダ語、日本語の言語学的な特質

に関わる問題があると考えるので以下に論ずる。

(a)複 数 の 英 文 に同 じオ ラ ンダ語 訳 が 与 え られ てい るケー ス

『英 和対 訳 袖 珍辞 書 』 に 出 てい る英 語 の例 文 に 同 じオ ラ ン ダ語 訳 が 与 え られ てい る のが1ケ

ー ス だ け あ る
。 そ の オ ラン ダ語 訳 はhongeriseenscherpzwaard.で あ り、 英文 と邦 訳 文 は エ ン

トリー-Belly,Ear,Hungerの とこ ろに それ ぞれ 次 の よ うに 出 て い る(文 頭 が 小 文字 なの は原 文 の

マ マ。 邦訳 の 小 フ ォ ン トは 注釈 で あ る)。

ahungrybellyhasnoears.飢 タル腹 ハ 耳 ガナ イecg二 迫・、・aslス,・tsナシ

Ahungrybellyhasnoears.飢 タル腹 ハ ー ツ ノ耳 ヲ持 スma/av;当 リテ'・maヲ#,・;sllナ穏

hungerbeatsdownstonewalls.飢 ハ 石 ノ壁 ヲ倒 スtw・A、+,・jEnisfitア,・トn7ut

オ ラ ンダ語 文hongeriSeenscherpewuard.を 逐 語 訳す る と 「飢 え は切 れ の 良 い刀 で あ る」 と な

るが 、 上 記 の3つ の邦 文 は これ とは異 な っ て い る。 それ どこ ろか 、 いず れ も英 文 に よ っ て訳 を

付 け てい る。 そ してエ ン トリーBellyとEarの 英 文 は 同 じだが 邦 訳 、 特 に そ の 注 に差 が あ る

ので 別 の 人が 訳 を付 けた と考 え られ る。

考 え てみ る と洋 書調 所 で は万 延 元年(西 暦1860)か ら英語 の 教材 を使 って 英語 の 教 育 が行 わ れ

て いた し、欧 米 で もて はや され たLindleyMurray著 の 上級 者 向 け の英 文 法 書が 文 久 元 年(西 暦

1861)に 英 文 のま ま 『英 吉利 文 範 二編 』 と して復刻 され て い たの だ か ら、 この程 度 の 英 文 が こ

なせ た の は十 分 に 首 肯 で きる(三 好 彰2012N

なお 例 文 に は英 語 か ら訳 した のか オ ラン ダ語訳 か ら訳 した のか が 分 か る ケー ス が ほか に もあ る

が 、多 くの場 合 英 語 に拠 って い る こ とを筆者 が明 らかに した(三 好 彰2009)。

(b)複 数 の英 語 の エ ン トリー が 多 義 であ る1つ の オ ラン ダ語 訳 に対 応 す る ケー ス

複 数 の 英 語 のエ ン トリー が1つ のオ ラ ン ダ語 訳 に 対応 す るケー ス の 一例 だが 、 オ ラ ン ダ語 訳

が と もにtraanで あ るTrainoilとEye-dropを 『英 和 対 訳袖 珍 辞替 』はそ れ ぞ れ 「鯨 油 」と 「涙 」

と異 な る 意 味 に 訳 して い る。 そ こで 幕 末 に 多用 され た 蘭 和 辞 書 の 『和 蘭字 彙 』(桂 川 甫 周 編

1858)でtraanを 引 く と 「鯨 ノ煎 シ油」 と 「涙 」 が 出て お り、現 在 の 『オ ラ ン ダ語辞 典 』(日 蘭

学 会(1994))に も 「涙」 と 「鯨 油 、魚 油」 が 出て い る。

この よ うに英 語 と 日本 語 か ら見 て 多義 の オ ラ ンダ語 か㎜ だ が 、 『英 和 対 訳 袖 珍辞 書 』 は英

語 のTrainoi1とEye-dropの 意 味 に沿 っ て正 しく 「鯨 油」 と 「涙 」 とに 訳 し分 けて い る。 オ ラ ン

ダ語 だ けか らで は英 語 の 意味 に沿 うよ うに訳 し分 け る こと はで きな い こ とが あ る。

オ ラ ンダ語 〃「鋤 は英 語 と 日本 語 か ら見 て 多義 で あ るが 、この よ うに 複 数 のエ ン トリー が 同

一 のオ ラン ダ語 訳 とな るケー スで その オ ラ ン ダ語 訳 が 多義 であ る のが 『英和 対 訳袖 珍 辞 書 』 の

中 に管 見 で200件 以上 あ る。 そ の中 で 下記 の4件 は多 義 で あ る邦訳 語 の 選 択 を間 違 え て お り誤

訳 に なっ て い る。
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● オ ラ ン ダ 語 訳 がezeiで あ る4っ の エ ン トリーAss,Donkey,Easel,Jackass

Picard(1857)で4っ の 英 語 の エ ン トリーAss,Donkey,Ease1,Jackassの オ ラン ダ 語 訳

が 同 じでezetで あ る。 『英 和 対 訳袖 珍辞 書』 はそ の邦 訳 を順 に 、 「騒 」 、 「駆,嗣 、

「騎 馬 」 、 「牝 ノ駆 馬 、愚 人 」 と して い る。 『和 蘭字 彙 』 はezelに 「ロバ 、 愚 か 者 、

画 ガ ク トキ用 ユ ル 台 」 と3っ の 邦 訳語 を 与 え て い る。 よ っ てEaselを 「馳 馬 」 と した

の は英 語Ease1の 意 味 を知 らな い 人 が 、 多義 で あ る オ ラ ン ダ語 か ら間 違 え て選 択 した

誤 訳 で あ る。

● オ ラ ン ダ語 訳 がjagtで あ る4つ の エ ン トリーYachちHunt,Hunting,Huntsmanship

Picard(1857)で4つ の 英 語 の エ ン トリーYachgHungHuntingHuntSmanshipの オ ラ ン

ダ語 訳 が 同 じでjagtで あ る。 『英 和 対 訳袖 珍 辞 書 』 は そ の邦 訳 を順 に 、 「狩 」 、 「狩

り」 、 「狩 」 、 「猶 」 と して い る。

オ ラ ン ダ語 の名 詞 は 男性 名 詞(略 称m.)、 女性 名 詞(略 称 力 、中性 名 詞 儲 称n.)に3

分 され るが 、 『和 蘭字 彙 』 は女 性 名 詞 と して のjagtを 「狩 」 と し,中 性 名 詞 と して の

ノαgぽ を 「貴 人 ノ乗 ル 船 」 と して い る。 それ ゆ えHunちHunting,HuntSmanshipの 邦 訳 は

良 い と して 、 問題 はYachtの 邦 訳 が 「狩 」 に な っ て い る こ とで あ る。 『和 蘭 字 彙 』 か

ら邦 訳 をっ け る な らpicard(1857)がYachtのjagtを 中性 名 詞 と して い るの で 「貴 人

ノ乗 ル 船 」 とすべ き だ っ た が 、選 択 を間 違 えて 「狩 」に して しま っ て お り誤 訳 で あ る。

英語 のYachtの 意 味 を 知 らず 、ま た オ ラン ダ語 文 法 の 女性 名 詞 と中 性 名 詞 の 区別 を 知

らな い人 が 「狩 」 に誤 訳 した と考 え られ る。

● オ ラ ンダ 語 訳 がentで あ る2つ の エ ン トリーScion,Graft

Picard(1857)は2っ の 英 語 の エ ン トリーScionとGraftに 同 じオ ラ ン ダ語 訳entを

ツギ

与 え て お り、 『英 語 対 訳袖 珍 辞 書 』 はそ れ ぞ れ 「鴨 編 細 ノ鱗 」 と 「接 木 」で あ る。 『和

蘭 字 彙 』 はentに 「鴨 」 と 「接 木 」 の 両 義 を与 え て い る。 と こ ろが 英 語Scionの 意 味

は 「鴨 」 で な く 「接 ぎ木 」 で あ るか ら選 択 を 間違 え た誤 訳 で あ る。

● オ ラ ン ダ語 訳 がkouterの2つ の エ ン トリーColter,Coulter

pioard(1857)は2っ の英 語Colterに オ ラ ン ダ語 訳 と して 男 性 名 詞 のkouter、 英 語

Coulterに オ ラ ン ダ語 訳 と して 中性 名 詞 のkouterを 与 え て い る。 そ して 『英 語 対 訳 袖

珍 辞 書 』 はColterを 「鋤 二付 テ アル 鉄 ニテ 作 リタル 刃」 と し、Coulterと 「噺 スル 人 」

して い る。 『和 蘭 字 彙 』は男 性 名 詞 のkouterを 「噺 ス ル 人 」、中 性 名 詞 のkouterを 「鋤

ノ刃 」 と して い るの だ が 、 英 語 のCoiterとCoulterは 同 義 で あ っ て 「鋤 の 刃 」 の こ と

で あ るか らCoulterを 「噺 スル 人 」 と した の は 間違 い で あ る。 オ ラン ダ 語 の 名 詞 の性 の

区 別 に 詳 し くな い 人 が 英 語 のCoulterの 意 味 を 解 しな い で オ ラ ン ダ語 の 男 性 名 詞 の

肋 〃僻 か ら付 け て しま っ た 誤 訳 で あ る。

この4件 の 中 でjagtとkouterの 誤 訳 は オ ラ ン ダ語 文 法 の知 識 が あれ ば オ ラ ン ダ語 か ら訳 して

も英 語 の 意 味 に合 っ た 意 味 に 邦 訳 で き るが 、ezelとentの 誤 訳 は 英 語 の 知 識 が 無 い と誤 訳 は
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回避できない。

200余 件のなかで英語のエン トリーの意味に合わない邦訳になっているのは、管見ではこの4

件だけである。っまりこの4件 以外は英語エン トリーの意味に符合 しているので全体としては

英語の意味をくみ取って邦訳したと言える。

(c)英 語の発音とオランダ語の発音に拠った邦訳

エン トリーWalrusとNarvvalの オランダ語訳はwaltas2で 同じであり、 『英語対訳袖珍辞

書』の邦訳は次の通 りである。

Walrus,s.「 グルーンラン ド」二居ル大魚ノ名

Narwal,s.「 グリヰンレン ド」二居ル大魚ノ名

ここで 「グルーンランド」はオランダ語のG脱 泓伽1の 発音に拠ってお り、「グリヰンレン ド」

は英語のGreenlandの 発音に拠っている。洋学が蘭学から英学に切 り替わっていく時期を反映

してお り興味深い。

なお 『英和対訳袖珍辞書」にはこのような英語の発音に拠った邦訳と、オランダ語の発音に拠

った邦訳が混在 しているが、前者の方が後者よりも圧倒的に多いことを筆者が明 らかにした

(三好彰2009)。

2.1.21つ の英語のエン トリーが多義であるオランダ語訳に対応するケース

表2.1と 表2.2か ら英語のエン トリーが単一のオランダ語訳にしか対応 しないもの、っまりオ

ランダ語訳から見ても1っ の英語のエン トリーにしか対応 しないものは 『英和対訳袖珍辞書』

全体では39%3と なる。

このオランダ語訳のなかにも日本語から見て多義なのがあり、管見で次の4件 は選択を間違

えて誤訳になっている。

● オランダ語訳がbaaiで あるエン トリーBaize

オランダ語baaiに 『和蘭字彙』は 「内海、 トロメンノ類」の両義を与えている。

『英語対訳袖珍辞書』はBaizeを 「港」と訳 しているが、英語Baizeは 「フェル トに

似た,通例緑 色の柔らかい毛または綿の生地」のことなので誤訳であり、『和蘭字彙』

から取るなら英語Baizeの 意味を解して 「トロメンノ類」とするべきだった。ちなみ

に 『広辞苑』によると 「トロメン」は 「綿糸に兎の毛をま じえて織った舶来の布」で

ある。

● オランダ語訳がreukelOOSで あるエン トリーIn(XiorOUS

オランダ語reukeloosに 『和蘭字彙』は 「先キ見ズノ、匂 ヒノナキ」の両義を与えて

2Walrusは セイ ウチ 、Narwalは イ ッカ クであ るが、Hcard(1857)はW団IusとNat'walにwalnsと い う同

じオ ランダ語訳を与えている。 ちなみに 『和蘭宇彙』はwalrusを 「献乗猿穂壷二居ル大魚jと 訳している。
]表Zlで オ ラン ダ語駅 の9数 が1な のは58 .7%で あ り、表Z2で オ ラ ンダ語 訳 が同 じで あ るエ ン トリーの 数が

1な の は66.7%な の で 、エ ン トリーが 単一 の オ ランダ話 訳 に しか 対応 しない もの は 両者 の積 で あ り、

O.568xO.667-0.390、 つ ま り39%で あ る。
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い る」。『英 和 対 訳 袖 珍 辞 書 』はInOdorousを 「大 胆 ナ ル 」と訳 して い る が 、英 語Inod(rrous

の意 味 は 「香 りの な い」 な の で誤 訳 で あ り、『和 蘭字 彙 』 か ら取 るな ら英 語Inod(rrousの

意 味 を解 して 「匂 ヒ ノナ キ 」 を と るべ き だ っ た。

● オ ラ ンダ語 訳 がschout一 雄 ηαcん で あ るエ ン トリーRear-admiral

オ ラ ン ダ語schout-bij-nachtに 『和 蘭 字 彙 』は 「船 大将 、産 婆 」の 両義 を 与 え て い る」。

『英 和 対 訳 袖 珍 辞 書 』 はRear:-admira1「 産婆 」 と訳 して い るが 、英 語Rear-admiralの

意 味 は 「少 将 」 な の で誤 訳 で あ り、『和 蘭 字彙 』か ら取 る な ら 「船 大将 」 を と るべ きだ

った 。

● オ ラ ン ダ語 訳 がspatで あ るエ ン トリーSpavin

オ ラ ン ダ語spatに 『和 蘭 字彙 』 は 「トバ シ リ、吹 キ矢 、馬 ノ足 ニ ア ル 腫 物 」 を 与

えて い る」。 『英 和 対 訳 袖 珍 辞 書』 はSpavin「 吹 キ 矢 」 と訳 して い るが 、英 語SpaVin

の意 味 は 「馬 の か か との 内 側 が腫 れ る病 気 」な の で 誤 訳 で あ り、『和 蘭 字 彙 』か ら取 る

な ら 「馬 ノ足 ニ アル 腫 物 」 を と るべ き だ っ た。

この4件 は 英 語 の 意 味 を解 さず に、 日本 語 か ら見 て多 義 で あ る オ ラ ン ダ語 に惑 わ され て 誤 訳 し

た とみ な せ る。 英 和 辞 典 な の だ か ら英語 に合 う邦 訳 に しな くて はな らな い。

2.1.3英 語 の エ ン トリー に複 数 の オ ラ ンダ語 訳 が 与 え られ て い るケ ー ス へ の 付 言

表2.1に 示 す よ うに オ ラ ン ダ語 訳 が1っ だ けの英 語 のエ ン トリー が 『英 和 対 訳 袖 珍 辞 書 』 全

体 で6割 弱(58.7%)で あ る。と こ ろ で1つ の 英語 の エ ン トリー が複 数 のオ ラ ン ダ語 訳 を 持 っ 場 合

に 、 そ の オ ラ ン ダ語 訳 の1っ に 上 記 の6割 弱 に該 当す る オ ラン ダ語 訳 が 出 て く る こ とが あ る。

た と えばPicard(1857)で は 次 の2つ の エ ン トリーDab,Spotの オ ラ ンダ 語 訳 の1つ と して

2.1.2で 取 り上 げ た オ ラ ン ダ語 駅spatが 下 記 の よ うに 出 て い る。

Dab轟'晦 θ,n.解α乙fε'吻 θ,n.bedrevengast,mboije,n.

Spoちs.vlek,spat,plek,f,

『英 和 対 訳 袖 珍 辞 書 』 全 体 で は 複 数 の オ ラ ン ダ語 訳 を持 つ 英 語 の エ ン トリー の ほぼ20%に 、英

語 のエ ン トリー に1っ だ け 与 え られ て い るspatの よ うな オ ラ ン ダ語 訳 が 出 て く る。 よ って そ

の オ ラ ン ダ語 が 多 義 で あ っ て もそ れ に惑 わ され る こ とな く英 語 エ ン トリー の意 味 に そ って 正 し

く邦 訳 され てい る ケー スが さ らに広 が る4。

2.2『 英和対訳袖珍辞魯』の英語のエン トリーと邦訳の関係

4筆 者 は 先の 報 告(三 好 彰(2011))で 『英 和 対駅 袖 珍辞 轡』 の 手稿 がエ ン トリーDangleの 邦 訳 の1つ を 「「ス リ

ンゲル 」 ニテ 石 ヲ投 ル」 と してい る件 を論 じた。Picard(1857)がDangleの オ ラ ン ダ語 訳 の1っ をstingerenと

してお り、『和 蘭 宇典 』 は 「「ス リンゲ ル」 ニテ石 ヲ投 ル 」 と 「ユ サ ブル 」 の両 義 と して い る。 手 稿 は前 者 を取

った が英 語Dangleに 「石 を 投 げ る」 とい う意味 は な い。 校正 の段 階 で 「動揺 スル」 と訳 し直 してい るのは 英 語

の 意味 を 知 っ ての こ とで あ る。

Dangleの ほ か に 下記 のHの エ ン トリー のオ ラン ダ語訳 にslingerenが 含 まれ るが 、い ず れ も英 語 の意 味 に そ

って訳 し分 けて お り誤 訳 は 見 当た らな い。

Bob,Osd11礁Pitd馬See1,Sinuate,Sling,Swag,Swin&Toss,Vibrate,Worry
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『英和対訳袖珍辞書』は英語のエン トリーに対 して邦語訳を与えている。その邦語訳は単語

のほかに解説した文や句の表現になっているものがあり、また例文や句のエントリーは複数の

日本語で表現されているわけだが、これらも2.1に 準じて1つ の邦語訳とみなして英語のエン

トリーに与えられている邦語訳の個数を調べた。『英和対訳袖珍辞書』全体では表2.3に 示すよ

うな分布であった。

表2.3の 分布状況は表2.1の それに酷似している。『英和対訳袖珍辞書』のエン トリーが蘭英

辞書であるpicard(1857)に 拠っているので、そのオランダ語訳から邦訳を得たからこのように

酷似すると短絡的に考えてしまいそうだ。

表2.3英 語のエントリーに対する邦訳語数の分布

邦語訳の語数 比率(%)

0 α8

1 5&5

2 27.1

3 8.7

4 λ8

5 1.1

6以 上 1.0

2.2.1オ ランダ語訳の語数が1つ である英語エントリーに対する邦訳語の語数の分布

picard(1857)ではオランダ語訳の数が1っ である英語エン トリーは表2.1に 示すように 『英和

対訳袖珍辞書』全体の58.7%に 達する。このケースにっいて英語のエン トリーに対 していくつ

の邦訳語が与えられているかを調べ、その語数の分布を表2.4に 掲げる。

表2.4オ ランダ語訳の語数が1つ である英語エン トリーに対する邦訳語の語数の分布

単一オランダ語訳の英語エン

トリーに対する邦訳の個数

単一オランダ語訳の英語エン トリー

に対する邦訳の個数の分布

1 83コ%

2 145%

3 1.5%

4 02%

5 0ゆ%

6以 上 0.0%

(a)英 語のエン トリーに対してオランダ語訳が1っ であって邦訳語が1つ のケース

表23に 示すように英語のエン トリーに対してオランダ語訳が1つ なら邦訳語が1つ である

場合が83.7%と 一番多い。ただしこの中に少数だがオランダ語が英語か ら見て多義であるケー

スが含まれているのはZl.1と2.1.2で 例示した通 りであるが、それを除けば英語 とオランダ語
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が 同 義 と な りど ち らか ら訳 して も同 じ邦 訳 が得 られ る。 つ ま り英 語 か ら訳 して もオ ラ ン ダ語 か

ら訳 して も同 じ邦 訳 に な る ケー ス が 『英和 対 訳袖 珍 辞 書 』 に は多 い。

この ケー ス の3例 を随 意 に 取 り出 して以 下 に 示す 、左 か ら順 に 英 語 エ ン トリー 、picard(1857)

の 与 え て い る オ ラ ン ダ 語 訳 、 そ して 『英 和 対 訳 袖珍 辞 書 』 の 邦訳 で あ る。

Chemist,s.chemist,m.分 離 家

Mesentery,s..dev7nvties,n.膓 膜

University,S.hoogeschool,f.大 辛 校

(b)英 語 の エ ン トリー に 対 して オ ラ ン ダ語 訳 が1つ で あ っ て 邦訳 語 が複 数 で あ るケ ー ス

83.7%の 残 りに 当 た る16.3%は 英語 の エ ン トリー とそ の オ ラ ン ダ語 の間 で は1:1の 関係 に あ る

が 邦 訳 は 複 数 に な っ てい る。 こ の ケー ス も英 語 か ら訳 して もオ ラ ン ダ語 か ら訳 して も 同 じ邦 訳

に な る。 この ケー スの3例 を随 意 に 取 り出 して以 下 に示 す 。

Class,s.klasse,f,部 分 ケ 、 階 級

Hyacinth,s.hyacint,f.赤 璃 璃 、 水仙 ノー 種

Throne,s.troon,m.椅 子 、 帝 王 ノ位

英 語 と オ ラ ン ダ語 は とも に イ ン ドヨー ロ ッパ語 族 の ゲル マ ン語 派 に含 まれ て お り、共 通 の ゲ

ル マ ン 祖 語 を 持 つ と さ れ て お り近 い 関 係 に あ る こ と が こ れ ら の 単 語 か ら も窺 え る。 と

こ ろ が こ れ らの 単 語 に 対 して 日本 語 で は 複 数 の 表 現 が 必 要 に な る 。

2.2.2オ ランダ語訳の語数が複数ある英語エン トリーに対する邦訳語の語数の分布

表2.1に 示すように1っ の英語のエン トリーに対 してオランダ語訳が複数あるケースが 『英

和対訳袖珍辞書』全体のなかの40%以 上ある5。このケースにっいて英語のエン トリーに対 し

ていくつの邦訳語が与えられているかを調べた、その語数の分布を表2.5に 掲げる。

表2.5オ ランダ語訳の語数が複数である英語エントリーに対する邦訳語の語数の分布

複数のオランダ語訳を持つ英語エ

ン トリーに対する邦訳の個数

複数オランダ語訳を持つ英語エン ト

リーに対する邦訳の個数の分布

1 22.7%

2 459%

3 19.5%

4 6.8%

5 2あ%

6以 上 2.5%

表2.5で 目に付 くの は 、英 語 の エ ン トリー に複 数 のオ ラ ン ダ語 訳 が 与 え られ て い る ケ ー ス の

22.7%に1っ の 邦 訳 しか 与 え て い な い こ とで あ る。それ ゆ え表2」 と表2.4か ら英語 エ ン トリー 、

オ ラ ン ダ語 訳 、邦 訳 が1:1:1の 関係 に あ るの は0587xO.837=0.491、 っ ま り全 エ ン トリー の49%

5表Zlで オ ラン ダ語 訳 の語 数 が2以 上 なの は0と1の ケー スを除 い て1009/eO .9%・58.7U/o=40,4%
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が該当する。そ して1つ の英語エン トリーに複数のオランダ語訳が対応するもので邦訳が1つ

のケースは表2.1と 表25か ら(10.587)xO.227=O.094で あり、これを加えると0 .585(58.5%)

とな り表2.3の58.5%に 一致する。っまり表2.1と 表23が 酷似 しているのは英語エン トリーと

そのオランダ語訳、および邦訳が1:1:1の 関係にあるからではなく、このような複雑な関係の

結果による。

オランダ語訳の語数が複数ある英語エン トリーに対 して邦訳語が1っ だけになっている事由

は多様であって掴みきれないが気の付くのは次の点である。

(a)類 義語

英語もオランダ語も周辺の言語から多くの言葉を取 り入れてきた歴史があ り多数の類義語が

ある。『英和対訳袖珍辞書』は英学の黎明期に編纂されたので英語の初学者を意識 して類義語の

意味の微妙な差に深入 りしなかった気配が感 じられる。

● 邦訳 「怒 り」のケース

3つ のエン トリーAnger,Ire,W1athにPicard(1857)は2つ のオランダ語訳を

共通に与えている。『英和対訳袖珍辞書』の邦訳とともに記すと次の通 りである。

Anger, s. 

Ire, s. 

Wrath, s.

gramschap, f.; toorn, m. 

gramschap, f.; toorn, m 

gramschap, f.; loom, m

リ

け
ノ

怒

怒

怒

● 邦 訳 「兜」 の ケー ス

2っ のエ ン トリーCasque,Helmetに2っ の オ ラ ン ダ語 訳 を 共通 に 与 え てお り、

『英 和 対 訳 袖 珍 辞 書 』 の 邦 訳 とと もに 記 す と次 の 通 りで あ る。

Casques.helm,stormhoed,m.兜

Helmegs.helm,stonnhoed,m.兜

この2っ の 例 の よ うに 類 義 語 の 場合 は英 語 か らで もオ ラ ン ダ語 か らで も同 じ邦 訳 が 得 られ る こ

とが 多 い 。

(b)オ ラ ン ダ語 の名 詞 の 性

目本 語 と英 語 で 男 女 の 区別 を しな い 総 称 的 な単 語 にPicard(1857)は オ ラ ン ダ語 訳 と して 男

性 名 詞 と女性 名 詞 を 併 記 して い る。

そ の 一 例 に 英 語 の エ ン トリーLemanが あ る、Pic町d(1857)は そ の オ ラ ン ダ語 訳 と して 男性

名 詞 吻 εア と女性 名 詞 の 呵 ∫'ε7を併 記 して い る。 そ して 『英 和 対 訳 袖 珍 辞 書』 の 邦 訳 は 「恋

人 」 で あ る。picard(1857)の エ ン トリー とそ の オ ラ ン ダ語 訳 、 邦 訳 の順 に記 す と次 の よ うで あ

る。

Leman,s.吻 ε馴 乱;圃 廓εろf'恋 人

この2っ の オ ラン ダ語 訳 か ら和 訳 す る と 「男 の恋 人、 女 の 恋 人 」 に な るが 、 英 語 のLemanは

総 称 的 に 男 女 の ど ち ら も意 味 す るか ら 『英 和 対 訳袖 珍 辞 書 』 の よ うに 「恋 人1と す る のが 英 語
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の邦 訳 と して は好 ま しい。

と ころ が 類 似 の ケー ス の一 例 に エ ン トリーDancerが あ る。picard(1857)の オ ラ ン ダ 語 訳 、

『英 和 対訳 袖 珍 辞 書』 の 邦訳 は 次 の通 りで あ る。

Dancer,s.danser,m.;danseres,f,躍 ル 人 又女

この 邦 訳 に 従 うと英 文 にdancerが 出 て き た と きに 文脈 か ら男 女 を 区別 した うえ で 「躍 る人 」

か 「躍 る 女 」 の ど ち らか を 選 ば ね ば な らな くな る。 しか し英語 のDancerは 男 女 を区 別 せ ず 総

称 的 に 踊 る人 を 指 す か ら単 に 「躍ル 人」 で よい。

な お 総 称 的 な エ ン トリー にPicard(1857)が 女性 名 詞 の オ ラ ン ダ語 訳 だ け を 与 え て い て 、それ

を 受 けた 邦 訳 に な っ て い て 英語 の意 味 にそ ぐわ な い のが 次 の2っ で あ る。

Starcher,s.5'幡fε7,f,糊 附 ケモ ノ シテ 暮 ラ ス 女

Clearstarcher,s.∫'伽'εr,f,糊 付 ケ スル 女

英語 のStarcher,Clearstarcherは 男 も含 まれ るの で 、総 称 的 に 「糊 附 ケ モ ノ シテ 暮 ラ ス人 」、 「糊

附 ケ ス ル 人 」 の よ うに 邦 訳 す べ き で あ る。

『英 和 対 訳 袖 珍 辞 書 』 に はLemanの よ うに 総 称的 に うま く訳 せ て い る ケー ス と、Dancerの

よ うに 総 称 的 な 邦 訳 に な っ て い な い ケー スが 混 在 して い る。 っ ま り英 語 か ら邦 訳 した もの とオ

ラ ン ダ語 訳 に そ っ て 邦 訳 した も の が 混在 してお り、後 者 に は英 和 辞 典 と して好 ま し くな い もの

が あ る。

(C)難 語 へ の解 説

Picard(1843)の 編 者 のHendricusPicardは 中等 教 育 の先 生 で あ り英 語 を学 び始 め る生 徒 の た

め に この 英 蘭 辞 書 を 作 っ た(三 好 彰2009)。 そ れ で 生徒 に とって 難 解 な言 葉 に解 説 を付 け て い る。

そ の 一 例 と して エ ン トリーSimonyの オ ラ ン ダ語 訳 を 『英 和 対 訳 袖 珍 辞 書 』 の 邦 訳 と と もに 以

下 に 記 す。

Sim・ny… 簾 鷺 罵 諾 轡 宗旨ノ官位ヲ賀ル罪

picard(1857)は オ ラ ン ダ語 のsimonieだ け で は通 じな い と して解 説(hetkoopenvangeesteli'ke

α励'θη)を 入 れ た と考 え られ る。 そ うして この 邦 訳 は解 説 的 で分 か りや す い。

な お 『英 和 対 訳 袖 珍 辞 書 』にはpicard(1857)の オ ラ ンダ語 訳 に は見 られ な い解 説 を含 ん だ 邦

訳 が 少 な くな い の だが 、 そ れ は 西 洋 の 仕 来 りや 制 度 な どに馴 染 の薄 い幕 末 の英 学 徒 へ の 配 慮 だ

った と考 え られ る。そ の1例 と して エ ン トリーFire-ordea1を そ の オ ラ ン ダ語 訳 、邦 訳 と と もに

以 下 に示 す6。

Fire・ordealvaurproef火 ノ…誓 ヒraGヲ 握,hma;テumノ 人二胆

2.3訳 語構成のまとめ

『英和対訳袖珍辞書』のエン トリーとそのオランダ語訳 との構成を検討 して英語のエ ン トリ

6邦 訳 「火ノ誓 ヒ」に後続す る小 フォン ト部は解説である。なお 『和蘭字彙』にVUUt7proefは 採録されてい

ない。
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一とオランダ語訳 とが必ず しも1:1に 対応 しておらず、英語の意味に合 う邦訳を得るのにオラ

ンダ語訳を利用すると好ましくない場合があることが明らかにできた。

3.エ ン トリーの構成

『英和対訳袖珍辞書』のエン トリーと底本であるPicard(1857)の エン トリーと間には出入 り

があることを示 し、その理由を考察する。これは印刷構成の不揃いさに気が付いたことがきっ

かけなので最初にページの構成 を概観する。

本辞書の邦訳部の1ペ ージは19行 からなる段が2つ で構成されてお り、全体では953ペ ージ

から成る。邦訳に注釈をつける場合は字のサイズを半分にして本文の1行 に注釈を2行 に分け

て書き込んでいる、これは基本構成の拡張形であり下記にその一例を示す。

Holidam,s.我 椚 ノ愛女7惣=㌢ 匿'.

エン トリー(見 出 し語、句、例文)は 英語であり活版で印刷 されているが、邦訳部と同 じく

基本構成は各段が19行 であり各行は約6ミ リ幅である。そ してエン トリーは最大で2]文 字ま

で収められる。

なお例文などで1っ のエン トリー・・一が複数行 となる場合は字のサイズを変えないで行間を半減

させて印字 しているお り行数が見かけ上で19行 以上となる。その一例を下記に示す。

HesetSthefoxto 狐ヲ鳥ノ番人
ニスル 要駕 ナk

eepthegeese.

また1つ のエン トリーの邦訳部が複数行になることがあるが、その場合は原則 としてエン ト

リーが邦訳部の中央になるように揃えている、下記がその一例である。邦訳の前の記号は邦訳

が複数行になることを示している。

Reexch・ng・…(講 蔓票 欝 馨 彰先ニテ通ゼヌ

3.1段 構成の例外

(a)空 白行のある段

空白の行があって18行 しか使われていない段が管見で44か 所ある。空白行の最初のものは

289ペ ージの左段でfeelとfeelerの 問であり、最後のものは922ペ ージの右段でWi曲g・staff

とWdlの 間である。

『英和対訳袖珍辞書』は24ペ ージ分を一度に印刷 したことが知られてお り(杉 本っ とむ

(1981:703))、全体が953ペ ージなので24ペ ージの束が40あ るが、その番号が各束の先頭ペー

ジの下段に印字されている。各束毎に空白行の数を示 したのが図3.1で ある。辞書の最初から

12束 までには空白行がなく、それ以降の束に空白行がある。

7注 の 「ウィル ギ ンメ リー-1は 英語VirginMaryに よ って い る
。 興味 深 い英 語か らの邦 訳 で あ る。
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空白行数

図3.1空 白行の分布状況

(b)20行 に見せかけている個所

邦訳部で19行 を超えている段が1か 所だけあり第566ペ ージの右側の段が20行 に見える。

図3.2に その段の最下部を示すがエン トリーOysterに 対する邦訳語の 「牡嘱」を前後の行の

中間に無理や り押 し込んで20行 に見せているが実質的には19行 である。

図3.220行 に見せかけた個所

3.2エ ン トリー(語 、 句 、例 文)に つ いて 底 本 との 関係

『英 和 対 訳 袖 珍 辞 書 』の エ ン トリー(語 、句 、例 文)の 底本 は オ ラ ン ダで 刊 行 され たPicard辞

書 で あ る こ とが 先 行 研 究 で知 られ て いた が 、2007年 に 『英 和 対 訳 袖 珍 辞 書 』 の 草 稿 の 一 部 が 発

見 され て 当初 はPicard辞 書 の 初版Picard(1843)に 拠 っ て い たが 編 纂 の 途 中 でPicard辞 書 の 改

訂 版Picard(1857)に 変 更 した こ とが 判 明 した(三 好 彰2007)。

詳 細 に 検 証 す る と、Picard(1857)の エ ン トリー で 『英 和 対 訳袖 珍 辞 書 』 に採 録 され て い な い

もの が あ り、Picard(1857)に 出 て いな い がPicard(1843)に 出 て い る も の で採 録 され て い るの が

あ る。 さ らにPicard(1843)に もPicard(1857)に も出 て い な いが 『英 和 対 訳袖 珍 辞 書 』 に 採 録

され て い るの が あ る。 そ れ らに つ い て 例 を ま じえ て以 下 に示 す。

(a)Picard(1857)に 出 て い る語 で採 録 され て い な い エ ン トリー(語 、句 、例 文)

これ ま で指 摘 され て い な か っ た が 、Picard(1857)に 出 て い る が 『英 和 対 訳袖 珍 辞 書 』に 採 録

一79一



三好 彰

され て い な い エ ン トリー が54個 あ る。 これ らはEmigrantやMemorableの よ うにPicard

(1843)に も採 録 され て い る46個 と、Boyismや …;andwichの よ うにPicard(1843)に は採 録 され

て い な い8個 に 分 け られ る8。 この 中でBoyismは2007年 に発 見 され た 『英 和対 訳 袖 珍 辞 書 』の

手稿(名 雲 純 一編2007)に は出 て い るの で後 に削 除 され た の が 分 か る。

また 、これ らの ほか に 『英 和 対 訳袖 珍 辞 書』で はエ ン トリーLaveの 次 が エ ン トリーLawの

句 で あ るTostudylawに な っ て い て、Picard(1857)に あ る 下記 のエ ン トリー が 見 当た らな い。

Lavender,s.;Laver」s.;Lavish,adl.;LaVished.in$Lavisher,s.:

LaVishly,czdv.;LaVisimenち ・ness,s.;Law,s.

これ らLavenderか らLawま で は編 集 作 業 中 に落 丁 に な っ て しま った 考 え られ るの で 意 図 的

な削 除 とは み な さ ない こ とにす る。

よっ てPicard(1857)か ら削 除 され た エ ン トリー は54個 で あ る。 な お エ ン トリー を削 除 した

た め に空 白行 が 生 じた とい うペ ー ジは存 在 しない。

(b)Picard(1857)に 出 て い な いがPicard(1843)に 出 て い るエ ン トリー の 採 録

Picard(1857)に 出 て い ない がPicard(1843)に 出 て い るエ ン トリ■・・…で 『英和 対 訳 袖 珍 辞 書』

に採 録 され てい る もの がEnforceやSuMOtsflowerな ど47個 あ る。

な お ペー ジ毎 に 見 てPicard(1857)に 採 録 され てい るエ ン トリー を削 除 してPicard(1843)か

らエ ン トリー を復 活 させ た ペ ー ジは存在 しな い。

(c)Picard(1857)お よびPicard(1843)に 採録 され て いな い エ ン トリー

これ ま で指摘 され て いな か っ た が、『英和 対訳 袖 珍 辞書 』にはPicard(1857)に もPicard(1843)

に も採 録 され て い な いエ ン トリー と して 次の5っ が採 録 され て い る9。

Illumineren,乱;Savingp脚 ドTh瓦 αク.∫Vindicativety,α西.,Forの 項 にForgOd'ssake

(d)エ ン トリー(語 、 句 、 例 文)に っ い て底 本 との関 係 の総 括

(a)はPicard(1857)か らエ ン トリー を削 除 した例 で あ り、(b)と(c)はPicard(1857)以 外 か

らエ ン トリー を追 加 した 例 で あ る。 コ ヨ リの 束 毎 にエ ン トリー を削 除 した個 数 と追加 した個 数

を 図3.3に 示 す 。

図3.3か らエ ン トリー の 削除 と追 加 に連 関性 が 無 い と受 け取 れ る。ま た 図3.2に 掲 げ た 空 白行

の 分布 との相 関 関係 も無 い。 っ ま りエ ン トリー の追 加 と削 除 は編 纂担 当者 の裁 量 で行 われ た と

考 え られ る。

8Picard(1843)に 出 てお らずPicard(1857)に 出 てい るエ ン トリーで 『英和 対訳 袖 珍辞 番』に 採録 されて い な い

エ ン トリー は次 の通 りであ る。

lnBond;Boyism,s.;MaculLs.;Nib七bed・bin毬Tantrums,s.;Temin腿s,s.;TOcsin,s.;TranSplendenちadj.
9Picard(1843)とPicard(1857)に 見当 た らない のだが 『英和 対訳袖 珍辞 魯』のエ ン トリー にAnthology

,Egotism,

EgotiSt、lntermission,Saltが 同 じっづ りで重複 して採 録 され て いる。 邦駅表 現 は重 複 して いな いの で 、 これ ら も

独 自に 追加 した もの とすべ き か も しれ ない。
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■削除 した見出 し ロ追加 した見出 し

図3.3コ ヨリの束毎の削除 したエン トリーの個数と追加 したエン トリーの個数の状況

3.3『 英和対訳袖珍辞書』のエントリー構成の考察

『英和対訳袖珍辞書』には多くの空白行が存在すること、および底本であるPicard(1857)に

沿っていないエン トリーがあることを明らかにしてきたが、ここでその理由を考察する。

2007年 に発見された 『英和対訳袖珍辞書』の草稿(名雲純一編2007)に 使われていた用箋は2

段構成であり、1段 が30行 のものと33行 のものがあった。行数の異なる用箋が使われている

のは辞書編纂の校正段階の異なるものが混じっていたためであろ うが、いずれに しろ印刷の基

本構成は1段 が19行 なのでこの形式に変換 しなくてはならない。

この変換作業を複数人で分担 して工期の短縮を図ったであろう。また分担にあた り段構成を

想定 したことだろ うが、実際に版木を起こす と1行 に収める予定のところが2行 に成ったり、

その逆のこともあろ うから19行 に収まらない段ができた り、19行 以下となる段ができたと考

えられる。

また図3.1に 示 した見かけで20行 になっているのは苦肉の策である。これを避けるには原稿

に入っているエン トリーを削除することにな り、picard(1857)に 出ているエン トリーでも採録

されていないものが出てくる。これが上記3.2(a)の 原因と考えられる。その1つ の例は3.2(a)で

述べた手稿に出ているが刊本に出ていないBoyismで ある。

そ うして1段 が19行 以下になると空白行が出るわけだが、そのまま空白にしておいたのが図

3.2に 示した箇所である。そうして空白行が出たところにpicard(1843)に 出ているエン トリー、

ないしはそれ以外の辞書からエン トリーを持ってきて埋めたのが上記3.2(b)と(c)の 原囚 と考え

られる。このような工夫の結果としてpicard(1857)を 『英和対訳袖珍辞書』の底本に したが、

当初底本としていたPicard初 版の影が残ったと考える。
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なお、ここで述べた工夫の講 じられている辞書上の位置は図3.3で 示すように局所性が見ら

れるので 『英和対訳袖珍辞書』を統一 した方針ではなく編纂担当者の裁量で行われたとみなせ

る。

上述 したことのほかにPicard(1857)で は、たとえばエン トリーContractに 名詞 と形容詞の

両義あるとして&&α ク,としているが、『英和対訳袖珍辞書』では名詞 と形容詞で別のエン ト

リーに分けている。これも行数の増加になるわけだし日本語にとって好ましいわけだが、この

ようにエン トリーを別出しにするケースはごく限られているので編纂担当者の裁量で行われた

と考えられる。

4.む すび

訳語の構成か らオランダ語か ら邦訳すると英語の意味と違って しま うことがあることを明 ら

かにした。また印刷されたページの構成を分析することで 『英和対訳袖珍辞書』のエン トリー

に実践的な工夫がなされていたことが分かった。

ところで我が国で最初の英和辞書はオランダ通詞の本木庄左衛門(正 栄)が 中心になって文

化11年(西 暦1814)に 完成させた 『諮厄利亜語林大成』である(本木庄左衛門(正 栄)編(1814))。

本書の編纂にはオランダ語を駆使 したことが残っている草稿から確認できるのだが、本木は次

のように序文に書き遺 している(本木正栄1982N

詰厄利亜所有の言詞悉く寡集講騨 し傍 ら参考するに和蘭の書を以てし猶其疑きものは佛

郎察の語書を以て覆謬再訂し遂に翻して皇国の俗言に錦會 し(後 略)

っま りオランダ語だけでは解決できないことがあったと述べている。本木は具体的な例を示 し

ていないが、『英和対訳袖珍辞書』の邦訳からその問題点の一端を明 らかにすることができた。
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三好 彰

Some Considerations of Compilation Method of the First 

English-Japanese Dictionary Published in Japan in 1862

Akira Miyoshi

Keywords: English-Japanese dictionary, English-Dutch dictionary, Compilation Method of 

       English-Japanese Dictionary

                           Abstract 

    Most entries of the first English-Japanese Dictionary, published in 1862, Japan, are obtained from 

Picard's English-Dutch dictionary published in 1857. Some of the Japanese expressions in the dictionary 

are translations of Dutch expressions in Picard's dictionary using Dutch-Japanese dictionaries, and others 

acquired from knowledge of English without using Dutch dictionaries. In the former cases, lack of 

applied knowledge of English resulted in some incorrect Japanese expressions when the Dutch word had 

multiple meanings in Japanese. However, most compilers of the first English-Japanese Dictionary are 

considered to have sufficient knowledge of English, as such incorrect translations are limited. 

    There are some entries of the first English-Japanese Dictionary that are not found in Picard's 

Dictionary, while some entries of the Picard's Dictionary are excluded. These are due to practical devices 

to make the block copy from the hand manuscript.

(みよし　あきら)

一84一


